
学校訪問だより【１８】 塩尻市立丘中学校 

大人との対話で自分の人生を前向きに 

令和７年１２月１８日 

中信教育事務所 

文責：鳥居正人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきはたトークの様子 

いきはたトークは、「中学生（２年生）」と「人生の先輩（社会人・大学生・高校生）」がお互いの人生
や価値観、仕事について、１対１の対話を行うことを通して、中学生の自己理解を深めるとともに、ロー
ルモデルとの出会いによる地域への参画や愛着醸成も目的としています。 
 

 
 
 
 
 
 
 

自分の進路や将来を考え始める中学２年生が、人生の先輩と
の対話を通して、お互いの人生や価値観、または仕事への考え
方などについて共有し、認め合い、時には困難を乗り越えてき
た先輩の経験を知ることで、いろんな価値観や生き方に触れ、
新たな視点や気付きを得る機会、自分自身の人生や生き方につ
いて幅広く考える機会になると思います。 
ナナメの関係だからこそ話せる内容、心に響く人生の先輩の

言葉や考え方、価値観などがあり、それはきっと中学生にとっ
て大きな財産となって自分の人生を後押しすることになるの
ではないかと思います。また、いきはたトークでの出会いやつ
ながりが、地域の大人との関係性をつくるとともに、自分の人
生を豊かにすることにもつながっていくことと思います。 
 

１１月２０日（木）に、塩尻市立丘中学校のいきはたトークを参観させていただきました。これは、キャ
リア教育の一環で、学校の「自分の進路を考え始める２年生に、地域のカッコいい大人、憧れをもてる大人
に出会わせたい」という願いのもと実現しました。いきはたトークは、塩尻市教育委員会の委託により、学
校と地域・社会をつなぐ「共創共学プラットホーム」の事業の一つです。 ※「いきはた」とは、いきいき
と働く大人のことで、そういう大人に出会ってほしいという願いが込められています。 

【事前研修】 
人生の先輩は、事前研修を

行います。その内容は、価値
観カードゲーム、人生グラフ
記入、傾聴と対話を学んで実
践練習をするなどです。 

【いきはたトークで大切にしていること】 
①中学生と人生の先輩のナナメの関係 
「親や学校の先生というタテの関係」でも「同世代の友
達というヨコの関係」でもない、「地域の社会人や学生
というナナメの関係」で対話をする。 
 
②人生の先輩にとっても意義のある機会 
「自分自身の内省の機会に」「過去を振り返り、言語化
することで将来について考えるきっかけに」「今の仕事
を誇らしく」など、気付きや学びがある機会とする。 
 

【いきはたトークの流れ】 
人生の先輩は１人で３人の中学生を担当する。 
①今日話したことはここだけの話という約束を確認 
②人生の先輩が中学生３人に向けて、人生グラフを話す
（10分間） 

③人生の先輩と中学生が１対１になって、中学生が人生
グラフを話し、対話をする（18 分間） 

 対話をしていない中学生は、哲学対話を行う 
（※哲学対話は、正解のない問い（テーマ）について、
人生の先輩と複数の中学生とが一緒になって対話
をする １テーマ 10 人程度） 

④自分との約束を記入、相手へエールカードを記入 
【哲学対話のテーマ】 
◯夢をもつってどういうこと？ ◯大人になるってど
ういうこと？ ◯塩尻っていいまち？どんなまち？ 
◯コミュニケーションってなに？ ◯うっかり出たお
ならは私のせいなのか？ ◯人生の最後になにを考え
ていたい？ ◯お金持ちは幸せなのか？ ◯人生にス
ポーツは必要か？ ◯無口でも社会で活躍できるか？ 
 

【１対１での対話の様子】 

【哲学対話の様子】 

【エールカードの交換（友達同士と中学生と人生の先輩）】 

 
・人と比べて悩んでしまうことがあるから、自分ら
しい考え方や自分に合った考え方をもちたい。 

・将来について焦らずゆっくりと考えていきたい。 

【中学生の感想（心がけたいこと）】 

 
・中学生は、自分自身について悩んでいることもあ
るけど、将来に前向きで、考えているのがすごい。 

・中学生からの学びが多く、自分が刺激を受けた。 

【人生の先輩の感想】 


